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RC耐震壁

RC基礎梁

地盤改良体

鉄骨フレーム
フレキシビリティが高く

開放的な空間を実現できる

1 . 2 5倍の耐震性能を持った

600mm厚のRC耐震壁
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ため池が支える環境デザイン

空気を冷やす
（気化冷却）

熱を蓄える
（熱容量）

光を促す
（可視光反射）

人を癒す
（風景）

生活を支える
（雨水利用）



2065年（45年後）の年間外気温をシミュレーション（RCP8.5@Weathershift）し、最高気温39.2℃を基
準に、空調設計を行っています。（建築設備設計基準堺市設計外気温夏季35.4℃）

気候変動への適応



夏季卓越風

周囲に滲み出す冷気

松原市では春季に西風が、秋季に東風が卓越します。建物を囲むため池と、屋上やテラスの緑化の気化
冷却効果により、周囲と比べると0.5～1.0℃低い外気を、卓越風に乗って周囲へと滲みださせます。

街を冷やす、冷却装置としての図書館

熱解析CFD図

年間風配図
(大阪管区気象台堺観測所)



窓、吹き抜け、書架が促す自然換気のデザイン
ため池の気化冷却効果により冷やされた外気を効果的に屋内へ導く窓配置と、ずれ合うようにして配置
された吹き抜けが、1～3階をつなぐ館内全体に0.5m/s以下の満遍ない通風と冷涼感を生み出す。

断面

1階 3階2階

本棚の間を縫うように流れる通風 卓越風に応じたクロスベンチレーション 吹き抜けを通じて3階へつながる通風

ずれあう吹き抜けを通じて上昇するスパイラルベンチレーション

気流解析CFD図



分厚い壁と、床輻射冷暖房

赤外線表面温度画像（3月4日 外気温9℃） 赤外線表面温度画像（8月18日 外気温36℃）

無断熱壁ながら約600mmの躯体厚により、室内側壁表面で冬季20℃（外気温+11℃）程度、夏季29℃（外
気温-7℃）程度を計測し、床放射冷暖房と合わせ、居住域で高い快適性を実現しています。



重なり合う空間に差し込む自然光
適切な構造耐力確保、冷暖房負荷低減、そして適材適所の自然採光より、館全体の窓面積率は11.5%です。
自然光にあふれ開放的な閲覧スペース（昼光率約5%）と、控えめな明るさで書籍を守る開架スペース（昼
光率約2%）が適所にレイアウトされています。曇天下の安定性はもとより、晴天時には均質でなく多様な
明るさが光のコントラストを生み出し、松原の季節や時間の移ろいを鮮やかに演出します。
1階 2階

3階

自然光解析図



ため池のゆらぎをのぞむ



反射光が天井に水面を映す
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反射光が天井に水面を映す
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